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点に立った私の実践事例を紹介することで，今後の「知
的障がい教育」における進路指導のより一層の充実を図
る機会とする。また，教育機関はもとより地域の障がい
福祉課，障がい者職業センター，福祉施設等の関係諸機
関がＩＣＦという共通言語を介して連携を深め，生徒の
全体像と将来像を同じ方向性で見つめ，卒業後の豊かで
生き生きとした生活の実現に寄与できる環境づくりがで
きると信じ取り組んだ。今回はとりわけＩＣＦにおける
個人因子，環境因子に焦点を当てその重要性，大切さを
述べることとした。
Ⅱ　方法
１　対象者と取り組みの流れ
　実践の対象となる生徒は，２００６年度高等養護部に
入学した生徒１６名で，１年次では従来の進路指導内容
（ICIDH的な流れ）を中心に実践した。１年次に実践し
た内容を検討，評価した後，２，３年次ではＩＣＦの考
えを取り入れた進路指導内容を構築し体制を整えながら
実践に当たった。これらの実践事例報告については，生
徒Ａ，Ｂ２名の１年次の取り組みと２,３年次の取り組
みを中心に比較検討しながら述べるとともに進路指導に
おけるＩＣＦの個人因子の変化と環境因子の構築につい
て関連付けて示した。　
２　進路指導の現状
　進路指導には大きく進路学習と実習（事業所等）があ
る。進路学習は学校で取り組む教育活動である。高等養
護部では普通教科，専門教科などがあり，とりわけ専門
教科においては作業学習を中心とした活動になってい
る。内容は播種育苗，木工作品の製作，介護等にかかわ
る諸活動，販売活動など多岐に渡っている。それらの活
動を通して「求められている役割を果たそうとする意欲」
をもたせたり「果たすためのスキル」を身に付けさせた
りすることで，卒業後を見据え社会で生きていく力を育
てている。
　実習は学校における進路学習の成果を実践の場でどれ
くらい通用するかを試す機会であり，実習後の確認作業
（問題点，必要なスキル，改善点等）を行うことで教育
活動を見直すきっけとなる重要な取り組みである。もう
一つは学校生活から社会生活（卒業後の生活）へ徐々に
つなげていく移行期という大切な役割を果たしている。
この進路学習と実習を繰り返し実践しフィードバックし
ながら進路指導を進めている。また，近年「知的障がい
教育」では，キャリア教育の概念を取り入れた教育活動
を実践している。『岩手県立総合教育センター　キャリ
ア教育推進ガイドブック』ではキャリア教育について，
≪求められている役割を果たそうとする意欲や果たすた
めの具体的な力を身に付けること，また，将来の生活に
必要な力を身に付けたり，役割を積極的に果たそうとす
る意欲を育て，社会生活を主体的に生きる力を育成する
ことと考えることができます≫と述べられている。独立
行政法人国立特別支援教育総合研究所の平成１８・１９
年度　課題別研究　報告書で進路指導については「進路
決定の指導」，「出口指導」，生徒一人一人の適性と進路
や職業・職種との適合を主眼とした指導になりがちで
あったことが報告されている。また，職業教育において
は，専門的な知識・技術を習得させることのみに重点が
置かれがちであったことなども指摘されている。それで
は，生徒Ａの事例Ａ1を報告する。
事例Ａ１モノづくりが大好きな知的障がい（自閉傾向を
　　　　伴う）のある高等養護部　
男子生徒Ａ　　１年次での取り組み
　この生徒についてアセスメントを行うと，買い物等に
伴う簡単な計算や，コミュニケーションの難しさなど生
活全般に多くの困難を抱えていた。しかしながら，この
生徒はマッチ棒を使って精巧な自動車の置物を製作した
り，味わいの深い陶芸作品（花瓶，茶碗，植木鉢など）
を造り出したりする能力があり，製造系の事業所で卒業
後自分の能力を生かした仕事に就きたいという夢をもっ
ていた。このような実態の生徒の進路指導について述べ
る。
　進路指導の教員が実習，就労の実現可能な製造系の事
業所（生徒が希望している職種）を探してくる。この事
業所はバスタブをはじめユニットバスにかかわる部品を
製造している。仕事はユニットバスを製造する材料を量
りプレス機にセットしたり，プレスされた製品を検査し
たり，また，数多くの部品を製造する作業工程をもって
いる。実習ができ就労を可能にするには，仕事に必要な
計算力，コミュニケーション力，巧緻性，集中力，スキ
ル等を身に付けなければならない。これらの内容をどの
ように取り入れ，実践させるかを検討して教育活動を構
築していく必要がある。実際の教育活動に当たっては，
生徒の全体像を把握しながらも，苦手な内容（計算力，
コミュニケーション力など）を如何に軽減，克服させる
かを中心とした学習活動が展開されていくこととなって
しまう。事例をもう少し整理すると，進路指導の教育活
動を構築する際，念頭にあるのが出口（進路先等）であ
り，各事業所の作業内容をこなす力，必要なスキルが反
映された内容の取り組みとなる。とりわけ生徒の苦手な
内容，できない内容といったマイナス面の軽減，克服し
ようとする教育活動を繰り返し学校現場で実践していく
ことで各事業所への就労可能な基準へと近づける。これ
こそが「知的障がい教育」における進路指導の現状と考
え，私は「逆算的進路指導」（図１）と名付けた。
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　この生徒Ｂについても事例Ａ1と同様，アセスメント
を実施し長所，短所，そして希望する職種等を的確に把
握した。長所は誰にでも恥ずかしがらず明るく話ができ
ること。苦手な所は５００－２００くらいの計算なら何
とかできるが６００－１３０のような計算になると多く
の間違いが見られた。卒業後は店員を希望している。教
員はアセスメントで得られた情報を元にいろいろな教育
活動を総合的に構築しようとするものの結局，店員にな
るために必要なお釣りのやり取り（生徒の苦手な計算力）
をできるようにしたいと考えてしまう。商品の計算がで
きおつりを間違いなく渡せるようにしようとするあまり
図２の計算の学習を繰り返す負のサイクルに陥ってしま
う。
図２
　「知的障がい教育」ではこのような現状が多々あると
考えられる。この事例は，ICIDH的な視点に立った取り
組みと思われる。
２　ＩＣＦで捉えた進路指導
　ここでは生徒Ａ，Ｂについて，ＩＣＦで捉え考えた２，
３年次での取り組み事例Ａ２，Ｂ２を紹介する。
事例Ａ２モノづくりが大好きな知的障がい（自閉傾向を　
　　　　伴う）のある高等養護部
男子生徒Ａ　　２,３年次の取り組み
　生徒Ａについては，１年次の取り組みをⅡの２で紹介
した。２，３年次では生徒の全体を像を捉え，自己実現
を達成するために統合的モデルとして捉えるＩＣＦの活
用を図った。活動では生徒の得意とする内容に着目し，
参加において生徒が得意なモノづくりの実習や耕運機に
よる農作業を実施して手掛かりとした。実習では，大き
なプレス機械でユニットバスの部品をつくる作業に取り
組んだ。まず材料を量り，プレス機にセットしスイッチ
図１
Ⅲ　結果
１　進路指導の視点
　これまで述べてきた進路指導を通して多くの生徒が実
態に応じた事業所に進み，卒業してから生きがいのある
生活を送っていることは，間違いのない事実であり，大
きな実績と思われる。また，キャリア教育の４領域
　「人間関係形成能力」
　　【自他の理解能力】，【コミュニケーション力】
　「情報活用能力」
　　【情報収集・探索能力】，【職業理解能力】
　「将来設計能力」
　　【役割把握・認識能力】，【計画実行能力】
　「意思決定能力」
　　【選択能力】，【課題解決能力】
を着実に培わせるとともに一人ひとりの自立，自己実現
に向かわせていることも大きな成果であるといえる。し
かしながらⅡの２で述べた進路指導は，ひたすら出口の
事業所へ如何にゴールさせるかを考えた取り組みになっ
ており，取り組みの視点で捉えると，ゴールに必要なス
キルの獲得と並行して生徒のマイナス面をいかに無くし
ていくか，マイナス面を他者にいかに支援してもらうか
という考えが基本的なところにあると思われる。そして，
生徒に対するアセスメントにおいても生徒の足りない，
できない，苦手な内容の克服が卒業後の自己実現につな
がるのだという思いが読み取れる。次に生徒Ｂの事例Ｂ
1を示す。
事例Ｂ1 店員になりたい知的障がいのある高等養護部
女子生徒Ｂ　　１年次での取り組み
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の事例を ＩＣＦで示すと図３のようになる。次に生徒
ＢをＩＣＦで捉えた２，３年次の取り組みを紹介する。
事例Ｂ２　店員になりたい知的障がいのある高等養護部
女子生徒Ｂ　　２，３年次での取り組み
　生徒Ｂの事例Ｂ1については，ICIDH的な視点に基づ
いた1年次の教育活動（進路指導）をⅢの１で述べた。
しかし１年次の考え方では，苦手な計算力が克服できな
ければ生徒の自己実現と社会参加へ繋げることは難しい
と思われる。そこで生徒の全体像を捉えることができる
ＩＣＦの視点で教育活動を考えた。
　ここでは，まず参加（生徒の得意な内容でやりたい作
業学習）から取り掛かることが重要である。誰とでも楽
しく話ができるという生徒のプラス面を最大限に生かそ
うと，学校周辺にある事業所と連携し，学校で育てた農
作物の販売活動に取り組んだ。この販売活動では，地域
の人たちに農作物を育てる苦労，難しさを話し，地域の
人たちから話を聞くことで，この生徒の持っているプラ
ス面が思う存分発揮できる場面を作り出すことができ
た。また，地域の人たちに生徒の実態を十分に知らせ理
解していただくことにつながっていった。これらのやり
取りを重ねていくことにより生徒自身に「私はできるん
だ」という自信を芽生えさせることができた。楽しく話
をして農作物を買ってくださった地域の人たちに，野菜
の値段を正確に伝え，お釣りを間違いなく渡そうとする
意識が，自分から苦手な計算を克服しようとする意欲と
行動に表れるようになった。もちろん計算だけではなく
この販売学習は，地域の人たちに生徒の様子，実態を正
しく知らせることで理解者を育て，更には支援者へと発
展していった。そして２，３年次の実践では，生徒が希
望していた店員より向いている仕事を自分自身で見つけ
出すことにつながり，生徒自ら自分により合った仕事を
見つけ出すことができた。
　これらの成果は地域の人たちの励ましや理解，事業所
の従業員の支援（助言や相談等）が後押ししたことによ
る要因が大きかったと思われる。ＩＣＦという共通言語
によって生徒を学校，地域や事業所が同じ方向性をもっ
て全体像を見つめ連携し取り組んだ結果と考える。この
ＩＣＦの取り組みの様子を図に示すと図４のようにな
る。
を押す。プレスされた部品を金型から取り外し金型を点
検し，また材料を量りセットをする作業を繰り返し行っ
た。この実習において事業所の従業員と遜色なく作業を
こなすことができた。ほぼ完ぺきに作業をこなすことが
できた喜び，達成感等から得た自信（個人因子）は，従
業員と息の合った連携を果たす（事業所における居場所
づくり）力につながっていった。さらに，従業員と生徒
の連携がより深まることで，従業員とのコミュニケー
ションも少しずつ円滑にできるようになってきた。
図３
　ＩＣＦという共通言語を通して，事業所の従業員が生
徒のありのままの姿に接することで，こういう時にはこ
のような行動や態度をとり，こんな表現をするというこ
と知り，理解することができた。このことで従業員自身
が作業の手順をどのように指導すればよいのか，指導す
る時の生徒の気持ちを考えた言葉使いや言い方を工夫す
るなどジョブコーチ的（一般的には関係諸機関の人が行
う）な役割や，生徒の悩みなどを受け止める生活支援者
的な育成（環境因子）が自然発生的に構築されるように
なった。参加，活動，環境因子，個人因子が複雑にかか
わり合い，プラスの連鎖，サイクルでより卒業後の生き
生きとした生活を送るための方向性と基盤ができ，将来
を見通した取り組みへと発展させることができた。上記
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図４
Ⅳ　考察
１　ＩＣＦの環境因子と個人因子の変容
１）環境因子について
　生徒自身が得意，好きな内容を実践したことにより，
生徒本来の生き生きとした姿，実態を事業所の従業員，
地域の人たちに知らせ，理解していただく機会を持つこ
とができた。それについて次のような成果が挙げられる。
◎事業所の従業員，地域の人たちが，本来の生徒の実態
を直視することができた。
◎事業所の従業員，地域の人たちが生徒のできること，
苦手なことを理解できたことで，何をどのように支援
するかといった生徒の実態に応じた対応ができるよう
になった。
◎事業所の従業員，地域の人たちが生徒との信頼関係が
できたことでジョブコーチ的，生活相談・支援的な役
割を担う場面が多く見られるようになった。
　上記の事柄については，これまで学校，事業所，関係
諸機関（ジョブコーチ，生活相談員，生活支援員等）と
い独立した連携機関だった構図から，卒業後に住まいす
る地域，職場そのものが身近なジョブコーチ，生活相談
員，生活支援者という環境が自然発生的に構築されて
いったことに他なりません。これまで卒業後，いろいろ
な困難にぶつかり挫折し離職していく生徒が多く見られ
た。その時に事業所，地域の人たちが生徒を支援する環
境因子が充実されてきたことで（もちろん学校も卒業後
の支援をしている）タイムリーな支援の実現で，離職の
危機を乗り越え頑張って仕事を続けることができたケー
スが見られるようなった。また，現在ついている仕事か
らより生徒自身（自分で考え納得して）に向いている仕
事に転職していくケースも見られた。
２）　個人因子について
　生徒Ａ，Ｂともに生徒自身の大きな変化については次
の通りである。
◎生徒自身が自信をもって作業学習，実習に取り組むよ
うになった。
◎作業学習，実習中分からないことがあれば積極的に自
分から尋ねたり，教えてもらったりする姿が見られる
ようになった。
◎生徒自身が笑顔で何事にも積極的に取り組む姿が多く
なった。
　上記のような変化は，生徒自身が自信を着実に培って
きている証と考える。これまで生徒自身が卒業後の在り
方をただ漠然とあれが好き，これは嫌いというだけで決
めていたことが，私にはこれが向いている，やる自信が
あるからこの仕事に就きたいという意識に変化していっ
たことが素晴らしい出来事である。
２　今後の展望について
　これまで述べてきた環境因子と個人因子の変容が活
動，参加に繰り返しフィードバックされたことで活動，
参加の幅が広がり質のレベルアップが図られるとともに
機能についてもプラスの変化，変容が見られるように
なってきた。これらの好循環のサイクル（図５）が形成
され繰り返されることで，生徒自身が納得して自分自身
で進路変更をする，できる力が培われていった。
図５
　生徒自ら自分の進路を修正することで納得した進路を
見つけ出し，その実現（目標）に向かって自分の生き方
44
辻　岡　　　順*
参考文献
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所　（2008）
　　「平成18～19年度課題別研究報告書キャリア教育の
推進に関する総合的調査研究協力者会議報告」
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所　（2010）
　　「特別支援教育におけるICF－CYの活用に関する実
際的研究」　４.８　キャリア教育における ICF 活用
の試み　逵　直美
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（2013）
　　研究紀要　第40巻特集「特別支援教育におけるＩ
ＣＦの活用によるキャリア発達支援の可能性」菊地
一文
岩手県立総合教育センター　特別支援教育室　（2007）
「将来の生活を見とおした進路支援のあり方を考え
る　特別支援学校（知的）」　キャリア教育推進ガイ
ドブック理解編　（第一次案）」
独立行政法人　秋田大学　（2010）
　　「ＩＣＦの視点を取り入れた教育支援における本人
参加の重要性」～インタビュー調査をもとにした事
例的検討～　高田屋　陽子
を進もうとする姿を創りだすことができた。
　これまで生徒Ａ，Ｂを中心に述べたが対象生徒全員
（１６名）についても同様の成果が見られた。ＩＣＦと
いう共通言語により学校，関係諸機関が生徒の全体像を
同じ方向性で見つめ，生徒の持っている力，生徒の苦手
なところなど，ありのままの実態を的確に捉えることが
できた。そしてこれらの積み重ねにより生徒を取り巻く
関係者自身が，どういうところをどのように支援するか
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　生徒の実態によって，進路指導の取り組み方は生徒の
数だけある。今後，現状の進路指導にＩＣＦの視点をど
のように取り入れるか，ＩＣＦという共通言語でどのよ
うに関係諸機関と連携を取って展開していくかが発展の
鍵になることを付け加える。
図６
